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研究成果の概要（和文）：ロンドンを中心とするヨーロッパにおける建築の文化政策・文化産業の実態を、フィールド
ワークや聞き取り調査を通じて明らかにしたうえで、1980年代のサッチャー政権から2012年のロンドンオリンピックま
でにおける建築家の有名性の生産・流通・消費のメカニズムを、都市論とメディア論を交差させながら分析した。また
日本でも、美術館関係者に限らず、一般誌の編集者、デザイナー、テレビ・プロデューサー、広告業界などへの聞き取
り調査を実施し、建築の文化産業に関する研究を多業種にわたって展開した。

研究成果の概要（英文）：My research has elucidated actual conditions of European cultural policy and 
cultural industries for architecture centered around London through the fieldwork and interview survey 
and, on that basis, analysed how the celebrity of architects has been produced, circulated and consumed 
from Thatcher Administration of the 1980s to London 2012 Olympics by crossing the theory of urbanism and 
the theory of media. My research has also developed the study on Japanese cultural industries for 
architecture across various categories by doing interview survey with not only art museum officials but 
also editors of general interest magazines, designers, TV producers and the advertising profession.

研究分野：社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、これまで主に 1980 年代ま
での日本における建築家の有名性の生産・流
通・消費に関する研究に従事してきた。しか
しながら、80年代後半以降のグローバリゼー
ション下において、東京、ロンドン、ニュー
ヨークをはじめとする世界都市では、有名建
築家が設計する美術館、スポーツ施設、商業
施設が、ローカルな次元では、地域活性の起
爆剤として、グローバルな次元では、都市間
競争における卓越化の対象として商品価値
を帯びるようになった。 
 それゆえ、国際的に活躍する有名建築家の
移動性が、行政、多国籍企業、マスメディア
などと結びつきながら空間化するようにな
った 80 年代後半以降は、国内のみならず、
グローバルな空間編制のなかで、建築家の有
名性をめぐる利害関係を具体的なフィール
ドに深く立脚して捉えていく必要性を強く
認識するようになった。 
 その点、ロンドンは、国際的な有名建築家
のコンペへの登用と竣工後の評価・分析をす
るメディアの制度化が徹底されているほか、
一過性の経済活性としてのトップダウン型
の「都市再開発」から、持続発展的でボトム
アップ型の「都市再生」への移行、NPO など
による市民に開かれた文化産業の普及など
の点において、建築の文化政策・文化産業が
もっとも先進的な都市といえる。 
 それゆえ、実際にロンドンで建築の文化政
策・文化産業に関するフィールドワークや、
研究期間中に開催されるロンドンオリンピ
ック 2012 の事例分析を通して、これまでの
研究テーマとしてきた建築家の有名性の生
産・流通・消費に関する研究の時代・エリア
を大きく発展させるとともに、建築の文化政
策・文化産業、建築ジャーナリズムの研究を
軸とした「建築の社会学」の基盤づくりに取
り組むことを研究課題に据えた。 
 
２．研究の目的 
(1) ロンドンの建築の文化政策と文化産業
の仕組みを、政権ごとの都市政策の展開と関
連づけて明らかにすること。研究対象とする
時代区分は、1980 年代のサッチャー政権下の
都市再開発から 2012 年のロンドンオリンピ
ックまでとした。 
 
(2) 具体的な事例分析として、ロンドンオリ
ンピック 2012 をめぐる建築の文化政策・文
化産業の動向を取り上げ、ロンドンオリンピ
ックにおける建築家の有名性の社会的な生
産・流通・消費のメカニズムを、文化産業の
報告書、建築専門誌、一般紙誌の比較考察に
よって明らかにすること。 
 
(3) ロンドンの建築の文化産業に関する研

究機関以外に、北欧とオランダ建築博物館な
どを調査対象に加え、ヨーロッパの建築の文
化政策、文化産業の動向の比較研究をするこ
と。 
 
３．研究の方法 
(1) 1980年代のサッチャー政権以降のロンド
ンの建築の文化政策の推移を、各機関の報告
書の分析をもとに、都市政策と関係づけて明
らかにしたうえで、ロンドンで活動する建築
の文化産業の機関・団体を抽出する。そのう
えで、行政、民間、非営利部門別の建築の文
化産業を「供給者・専門家向け」、「享受者・
市民向け」に区分し、ロンドンで活動する建
築の文化産業の諸機関・団体の布置を明らか
にする。 
 
(2) 都市再生における建築家の有名性の生
産・流通・消費に関する事例分析として、開
催期間中の一次資料へのアクセスの利点を
活かし、2012 年のロンドン・オリンピック（招
致活動を含む）を重点的に取り上げる。 
 
(3) 建築の文化産業がどのような広がりを
見せているかを明らかにするため、美術館・
博物館関係者に限らず、一般誌の編集者、デ
ザイナー、テレビ・プロデューサー、広告業
界などへの聞き取り調査を実施し、建築の文
化産業に関する研究を多業種にわたって展
開する。 
 
４．研究成果 
(1) ①ロンドンにおける建築の文化政策に
関する調査：80 年代のサッチャー政権下によ
る都市再開発の規制緩和と国営企業の民営
化、90 年代のメージャー政権下の官民トップ
ダウンによる物的環境整備中心の拠点開発、
2000 年代のブレア政権下の都市再生におけ
る、行政、民間、非営利部門のパートナーシ
ップの推進の流れを整理し、80 年代以降の環
境運輸地域省の都市政策、文化・メディア・
スポーツ省、王立芸術委員会（RFAC）、大ロ
ンドン評議会（GLC）の文化政策の変遷と、
公的部門による文化産業分野への介入の実
態に関する調査を進めた。 
 
②ロンドンにおける建築の文化産業に関す
る調査：王立英国建築家協会（RIBA）で、建
築家の社会的地位向上に関する啓蒙活動の
内実を明らかにするために、第一に、図面・
模型・写真のアーカイブ事業、外部美術館・
博物館との連携プログラム、第二に、定期刊
行物や報告書などの分析を行なった。また、
デザイン審査の仕組みを整理するため、英国
建築都市環境委員会（CABE）についての資料
収集を行なった。 
 
(2) ロンドンに限らず、同分野を牽引する研
究機関のひとつであるオランダ建築博物館、
RKD、ハーグ市立美術館を重点的な調査対象



に加えた。また、具体的な作家のコレクショ
ンの収集、保存、公開などに関する事例分析
を掘り下げて研究するために、Fondation 
Constant の活動を調査対象に設定し、各美術
館のコレクションの調査、財団関係者やアム
ステルダム国立美術館のキュレーターへの
ヒアリングを実施した。往復書簡、図面など
の一次資料の収集や美術館の収蔵状況の把
握などを通じて、建築の文化産業の実態を詳
察することができた。 
 
(3) ①ロンドンオリンピック 2012 における
建築家の有名性の生産・流通・消費に関する
研究：オリンピック開催期間中に競技施設お
よび会場周辺のフィールドワークを行なっ
たうえで、建築の文化産業のオリンピックに
関する活動・刊行物の考察、建築専門誌と新
聞のオリンピックに関する記事の収集を進
めた。 
 
②ロンドンオリンピック 2012 における建築
と資本の結びつきに関する研究の一貫とし
て、会場のストラットフォード地区のショッ
ピング・モールに関する分析を試みたコラム
「ロンドンオリンピック 2012 と SM」を執筆
した。 
 
(4) ①建築の非専門家が、専門家とは異なる
建築の流通価値をどのように見出し、建築が
種々の文化産業のなかで、どのように「メデ
ィア・コンテンツ」として扱われているかを
明らかにするため、一般誌の編集者、デザイ
ナー、テレビ・プロデューサー、広告のディ
レクターなどへインタビューした。それらの
成果を、日本建築学会の会誌『建築雑誌』2015
年 7 月号の「特集 メディア・コンテンツ化
する建築」で発表した。 
 
②建築家×異分野の専門家×東京大学大学
院情報学環教員の組み合わせで実施し、建築
と演劇、音楽、映画、生物学、数学などの異
分野との連続性と差異、専門性と学際性につ
いて議論した『建築の際――東京大学情報学
環連続シンポジウムの記録』を、編者として
刊行した。また、「建築の際」の続編として、
大学および大学院で建築の教育を受けた後、
アート、美術館学芸員、舞台演出、ファッシ
ョンなどの異分野に進んだ人たちが、それぞ
れの分野で「建築的思考」をいかに応用して
いるのかに光を当てる連続シンポジウム企
画「ken-tic 建築的思考から」を共同で立ち
上げた。同企画のウェブサイトを開設して、
各回のシンポジウムの記録を公開した。 
 
(5) ①1964 年の東京オリンピックにおける
国立競技場と代々木競技場を、新聞記事での
表象のされ方という「メディアにおける建
築」、歴史や集合的記憶が刻印された空間や
都市のイメージを規定するランドマークと
いう「メディアとしての建築」の観点からそ

れぞれ比較考察した論文「東京オリンピック
2020 に向けたスケッチ」を執筆した。同論文
では、1964 年と 2020 年の東京オリンピック
の建築・都市に関する前提条件の違いについ
ても、ロンドンオリンピック 2012 の状況を
踏まえながら考察した。 
 
②アーカイブとしての都市の側面などに着
目し、東京文化資源区構想と東京オリンピッ
ク 2020 に向けた展望について考察した論考
「個都・東京――東京文化資源区構想と東京
オリンピック2020をめぐって」を、『TOKYO1/4
と考える オリンピック文化プログラム――
2016 から未来へ』に寄稿した。 
 
(6) ロンドンの美術館 V&A での「ビジョン
ズ・オブ・ジャパン」展など、建築の展覧会
のキュレーションやコンペティションの審
査に従事してきた建築家の磯崎新の仕事を
整理した『磯崎新建築論集第 7 巻 建築のキ
ュレーション』の編集協力を担当し、解説を
執筆した。これまでの磯崎に関する研究は、
建築物および都市を対象としたものが多く
を占めていたのに対して、本研究は、展覧会、
国際会議、コンペティテョンの審査、公共事
業のコミッテョナーなどを通じて、建築外の
領域を巻き込みながら、建築の新たな文脈や
枠組みを提示する「建築のキュレーション」
に照準を定めた点に独自性がある。 
 
 (7) ①ロンドンとニューヨークを拠点に制
作活動をしている美術家のス・ドホの展覧会
「ス・ドホ｜パーフェクト・ホーム」展（金
沢 21 世紀美術館）の展覧会図録に、家とア
イデンティティ、場所と移動、絵画と彫刻と
ファッションと建築の境界などを考察した
論考「境界を編みなおす家」を寄稿した。 
 
②イギリスの現代美術家デミアン・ハースト
の仕事を陳列・キュレーションの観点から考
察した論文「陳列とキュレーション――ユニ
クロ、コムデギャルソン、デミアン・ハース
ト」を執筆した。 
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